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←（長さで抵抗をつけ遅らせる・・出足のレスポンスとトルク/長さで調整）

（通常の長さ・・A+Bでしっかりふたを閉めて過給できるrpmタイミングを決める）
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【負圧-0.8以下　700～2500rpmあたりのバルブのフタの状態】
注：ボッシュ方式は半分だけバイパスする

↑ ↑
↑

しっかりしめることで圧を逃がさない

【加圧＋0.1～　2500rpm以上のバルブのフタの状態】

↓

バネの圧力

ふたを閉める圧が高くなることで過給タイミング2500rpm
よりもより低回転から早めに過給をかける

【大気圧+-0　2500rpmあたりのバルブのフタの状態】

↓

注：ただし後期型バルブではテストしていない
しげ号は旧型バルブ


